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第 1章 健康診断 

各拠点にて実施している健康診断について、下記運用とする。 

 

第 1 条(雇入れ時の健康診断) 

  1 対象者 

    当社で直接雇用し入社する従業員で、入社日より 3 ヵ月前以内の診断結果票の提出が出来ない 

    もの。 

  2 実施時期 

    原則、入社日から起算して 3 か月以内もしくは入社直前 3 か月以内の健康診断受診が難しい場 

    合は、所属部署センター長及び管理センター長と協議の上対応を決定する。 

  3 検査項目：法定項目及び当社の就業に必要と判断した検査項目 

      ①既往歴 ②自覚症状及び他自覚症状の有無検査 ③身体測定【身長･体重･BMI･腹囲･視力･聴 

      力(オージオ 1000Hz･4000Hz)】④胸部 X線検査 ⑤尿検査(尿中の糖･蛋白) ⑥心電図検査  

      ⑦血圧測定 ⑧貧血検査(血色素量・赤血球数) ⑨肝機能検査(GOT･GPT･γ-GTP) ⑩脂質代謝 

      検査 (中性脂肪･HDL コレステロール･LDL コレステロール) ⑪腎機能検査(尿酸･クレアチニ 

      ン)⑫糖代謝検査(空腹時血糖･HbA1c) ⑬医師による問視診 

     4 実施方法 

      新卒及び中途採用者を雇用する際は、入社日までに雇入れ時の健康診断を社員に受診させ、入 

      社書類と一緒に提出させること。 

      但し、入社日の 3 ヶ月以内に受診した健康診断の結果票を提出すれば、雇入れ時の健康診断を 

      受診しなくても良い。尚、提出する診断結果表の検査項目が不足している場合は、不足項目の 

      みを実施する。また、費用は会社負担とする。 

     5 費用 

      2025 年 12 月 1 日以降に受診したものから全額会社負担とする。当社宛の領収書を回収し、初 

      回給与にて精算すること。受診先について担当者は、選定にあたり業務に支障のない範囲で、 

      費用対効果を考慮した医療機関の情報収集および紹介に努めるものとする。ただし、かかりつ 

      け医がある場合はその医療機関での受診を妨げない。 

 

第 2 条(一般健康診断) 

1 対象者 

    ①当社で直接雇用している従業員 

       ②派遣社員は対象外とする。(所属元会社が実施し費用負担する。) 

2 実施時期 

       原則として 4 月 1日から 9 月 30 日までに実施をする。但し 6 月は決算のため実施しないこと 

       とする。また、業務上の理由により受診出来ない場合は、所属長を通じ、管理センターへ相 

       談・調整をすること。 

3 検査項目 

       協会けんぽの健康診断項目の通りとする。 

       定期健康診断(35 歳未満) 

       ①問診 ②診察等 ③身体計測(身長･体重･BMI･腹囲) ④視力・聴力検査 ⑤血圧測定  

    ⑥尿検査 ⑦便潜血反応検査 ⑧血液検査 ⑨心電図検査 ⑩胸部エックス線検査 
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    生活習慣病予防健診(35 歳以上の健診項目) 

    ①問診 ②診察等 ③身体計測(身長･体重･BMI･腹囲) ④視力・聴力検査 ⑤血圧測定  

    ⑥尿検査 ⑦便潜血反応検査 ⑧血液検査 ⑨心電図検査 ⑩胃部エックス線検査 ⑪胸部 

    エックス線検査 ⑫胃検査(バリウム又は胃内視鏡) 

    ※眼底検査(医師が必要と判断した場合) 

    ※年齢の算出は、健診年の翌年の 3 月 31 日とする。 

 4 実施方法 

    年度初めにメールにて連絡している一般健康診断受診に関するご案内に準じて受診するもの 

    とする。 

 

第 3 条(再検査(二次健診)について) 

   1 対象者 

    当社で直接雇用している従業員で、一般健康診断の結果から二次健康診断の指示があった 

    者。 

    ※1.二次健診・特定保健指導の指示にあった者に対して管理センターより通知を行う。 

    ※2.厚生労働省が定める二次健診の項目については必ず二次健診は受診するものとする。 

 

第 4 条(特殊健康診断、特定業務従事者健診) 

 1 対象者 

  当社で直接雇用している従業員また、当社就業場所で法令に定められる特殊業務に従事する 

  従業員 

 2 実施時期 

  半年に１回 

3 検査項目 

  検査項目については、法令で定められている項目で実施している項目を参照し、所属長が判 

  断を行なう。 

 

第 5 条(長時間労働者への健康診断) 

 1 対象者 

  当社で直接雇用している従業員 

 2 超過の内容 

  月 60 時間を超えて時間外労働（所定休日労働時間含む）実施×連続して 3 ヶ月勤務した者は 

  健康診断を受診しなければならない。 

  実施期間は 4 ヶ月目の 11 日～月末日の間までとする。 

 3 検査項目：医療機関により多少異なるが、概ね次の項目を受診する。 

①既往歴 ②自覚症状及び他自覚症状の有無検査 ③身体測定【身長･体重･BMI･腹囲･視力･ 

聴力(オージオ 1000Hz･4000Hz)】 ④胸部 X 線検査 ⑤尿検査(尿中の糖･蛋白) ⑥心電図検 

査 ⑦血圧測定 ⑧貧血検査(血色素量・赤血球数) ⑨肝機能検査(GOT･GPT･γ-GTP) 

⑩脂質代謝検査(中性脂肪･HDL コレステロール･LDL コレステロール) ⑪糖代謝検査(空腹時 

血糖･HbA1c) ⑫医師による問視診 

4 その他 
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  労務管理者は常に部下の健康に留意し、36 協定を超過して勤務させた場合は部下に健康状態 

  を確認する。 

 

第 6 条(勤怠の扱い) 

1 上記 2～5 の健診を就労時間内に受診する場合は、通常の出勤扱いとする。 

       但し、残業時間や休日に受診した場合、残業や休日出勤としては取り扱わない。 

2 派遣社員の定期健康診断については、所属元会社が行うため当社の勤務時間とみなさない。派

遣社員の特殊健康診断は当社での実施となる為、勤怠は勤務扱いとなる。 

3 1 の場合でも、派遣契約となっている当社所属社員が派遣先にて特殊健康診断を受診する場 

   合は、残業や休日出勤の対象となり、請求を行なう。 

   ※一般健康診断、長時間労働者への健康診断受診に関しては客先へは請求しないため、注意す 

     る。 

 

第 7 条(精算方法) 

1 上記 2～5 の健診の費用は、各所属部署の「福利厚生費」(特別費コード 06)とする。但し、受

診費用については協会けんぽの補助基準に基づく。 

2 各拠点で健診後「マイスティアヒューマンリレーションズ株式会社」宛ての請求書発行を医療

機関へ依頼する。各拠点は、請求書が届いたら早急に管理センターへ送付し、その際受診者リ

ストも送付する。 

3 受診後、1 ヶ月以内に下記の書類を管理センターまで提出する。 

4 検査を受診するために、電車・バス等の交通費が発生した場合は、その実費を各所属部署の 

   旅費交通費として精算をすること。 

  但し、日当・割増手当・運転代は支給しない。通勤ガソリン代をマイカーによるガソリン代 

   の精算は不可とする。 

5 再検査後、更に精密検査を行なう場合治療にかかる費用、交通費は本人負担とする。 

   また、この場合の勤怠は私用外出とする。 

 

第 8 条(診断結果票) 

1 診断結果票は、管理センターにて原紙（個人結果票）保管を行なう。保管及び取り扱いに関し

ては、個人情報保護の観点から充分に注意する。 

2 結果票は、管理センターにて 5 年間保管する。 

 

第 9 条(定期健康診断結果報告書の提出) 

1 定期健康診断・特殊健康診断の実施後、「診断結果報告書」の提出該当拠点は、健康診断結 

果票を回収次第、管理センター・産業保健スタッフと連携し、各所轄の労働基準監督署へ報 

告書の提出を行なう。 

2 提出は、最終実施月(複数の該当者が月をまたがって実施する場合は最終実施月)の翌々月末 

提  出  物 定期健診 再検査 

請求書(原紙) ○ ○ 

健康診断結果票(写) 

※従業員が 50 名を超えた事業所は産業医からの就業判定記載のもの 
○ ○ 
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日までに必ず提出を行なうこと。 

 

第 10 条(その他) 

1 健康診断は、従業員の健康を管理する上で非常に重要であり、法的にも実施が義務付けられて

いる。 

2 業務上の都合で受診できないことがないように労務管理者は徹底すること。 

3 検査で異常が発見された場合、本人同意の上特定保健指導を受ける場合がある。 

 

第 2章 ストレスチェック 
第 11 条(位置づけ) 

1 本計画は、厚生労働省「心理的な負担の程度を把握するための検査及び面接指導の実施並びに

面接指導結果に基づき事業者が講ずべき措置に関する指針」等に従って、実施するものである。 

2 本規定では労働者の心理的な負担の程度を把握するための検査（以下、ストレスチェック）の

具体的推進方法を定める。 

 

第 12 条(目的) 

従業員のメンタルヘルス不調を未然に防止することを目的とする。 

1 従業員自らがストレス状況に気づく 

2 従業員自らがストレスをコントロールできる 

3 働きやすい職場環境づくりを進める 

 

第 13 条(対象者) 

1 当社で直接雇用している従業員 

2 受入派遣社員は対象外とする。 

 

第 14 条(実施時期・実施時間) 

原則として毎年 2 月に 2 週間の期間を設定し、就労時間内に実施する。 

 

第 15 条(実施体制) 

ストレスチェックの実施は、会社が指定した外部委託機関が行う。また、従業員、管理監督者、産

業医、管理センター、ストレスチェック制度担当者がそれぞれの役割を果たす。 

1 従業員 

従業員はストレスや心の健康について理解し、またストレスチェック受検の機会を活用するこ

とで、自分のストレスに適切に対処し、必要に応じてストレスチェック結果に基づく面接指導

やメンタルヘルス相談を利用できる。 

2 管理監督者 

管理監督者は、ストレスチェックの集団分析結果等に基づく職場環境等の改善を通したストレ

スの軽減、部下からの相談への対応を行う。また、管理監督者自身もストレスチェック及びその

結果に基づく面接指導、メンタルヘルス相談を利用する。 

3 実施者（産業医） 

実施者は事業場における労働者の健康管理等の取り組みの一環として、ストレスチェック実施

に関わる。ストレスチェック実施後、労働基準監督署に提出する報告書の内容を確認の上、押印

する。 
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4 ストレスチェック制度担当者 

(1)実施事務従事者 

産業保健スタッフ 

・ストレスチェック実施計画を策定する。 

・実施者や外部委託機関との連絡調整を行う。 

・実施計画に基づくストレスチェック実施の管理等の実務を行う。 

・医師面接の該当者（高ストレス者）かどうかの確認をする。 

・個人の調査票のデータ入力、結果出力、高ストレス者への面接勧奨、記録の保存等を行う。 

・管理監督者からの相談があれば、その対応を行う。 

健康管理所管部署（人事総務課長及び担当者） 

・管理監督者だけでは対応が困難な問題（職場配置、人事異動等）に対応し、労働時間等の改

善及び適正配置を支援する。 

(2)面接指導医師（会社指定産業医または地域産業保健センター産業医) 

・面接を希望した高ストレス者に対し、面接を実施し、意見書を作成。健康管理所管部署に提

示する。 

 

第 16 条(実施方法) 

1 調査票 

外部委託機関による調査票を用いて実施する。 

2 高ストレス者選定基準 

高ストレス者の選定基準は、当社が採用するストレスチェック実施システムに定めた評価基準

に基づく。 

3 受検勧奨 

(1)実施及び受検期間等実施要領については開始前に産業保健スタッフより社内展開する。併せて

展開時に受検勧奨を行うものとする。 

(2)管理監督者に実施者または産業保健スタッフから、受検期間終了時に未受検者を通知し指定期

間内に受検するよう未受検者に促す。 

(3)ストレスチェックの受検は労働者本人の意思に基づくものであり、受検を強要しない。また、

労働者がストレスチェックの受検を拒否した場合であっても、不利益な取扱いは一切行なわな

い。 

4 職場環境改善 

(1)集団集計・分析結果は、実施者または産業保健スタッフから当該職場の管理監督者に対して、

個人が特定されない形で通知する。管理監督者は、当該集団分析結果を踏まえ、必要に応じて、

業務内容、業務分担、労働時間の管理等について見直しを行い、職場環境の改善に向けた取り組

みを行うよう努める。 

(2)職場環境改善の取り組みを行った場合には、管理監督者はその内容を実施報告書等により、産

業保健スタッフへ報告する。 

(3)産業保健スタッフは、前項の報告内容をもとに改善状況の確認を行い、必要に応じて管理監督

者に対し助言・支援を行う。 

 

第 17 条(実施結果) 
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1 個人結果について 

高ストレス者は医師または産業保健スタッフに相談することができる。 

2 集団結果について 

原則として 10 人以上の集団に対し実施する。結果については取締役以上が把握し職場環境改

善が必要となる職場の管理監督者に対して、実施者が集団結果を分析し職場環境改善に必要な

情報を提供する。10 人未満の集団の場合は個人特定リスクがある為、原則集計不可とする。 

 

第 18 条(ストレスチェック結果に関する情報の取扱い) 

1 受検有無の把握方法はストレスチェックの WEB 上の管理者画面にて実施事務従事者及び実施

者が把握する。 

2 結果記録の保存場所はシステム会社のサーバーとし、保存期間は 5 年とする。集計・分析結

果：紙の場合も保存期間 5 年とする。個々の従業員の受検結果については、本人の同意なく産

業医及び産業保健スタッフ以外へ通知は行わない。但し、本人同意があった場合はその限りで

はない。本人同意の取得方法は面接指導の申出を持って同意と見なす。 

3 本人同意があった場合、事業者（取締役、健康管理所管部署、産業医、安全衛生責任者、当該

社員の直属の上司）に提供する個人結果の共有範囲は、高ストレス者か否かおよび就業上の措

置で必要な情報のみとする。 

4 面接指導結果の共有方法は、システム内に保存し、共有範囲は事業者のうち、就業上の措置を

実施する最小限の者（安全衛生担当、健康管理所管部署、当該社員の直属の上司）、産業医と

する。 

5 集団分析結果の共有方法と共有範囲は、取締役と、取締役が情報共有を許可した課長以上、産

業医、産業保健スタッフのみとし、集団分析報告書を共有する。集団分析の結果、職場環境改

善が必要と認められた場合、取締役が指名した課長以上に集団分析結果を開示する。 

 

第 19 条(ストレスチェック制度や個人情報に関する窓口(質問、苦情、開示請求など)) 

1 ストレスチェックの制度や体制、規程及びツールに個人情報の取り扱いについての窓口は、実

施事務従事者とする。 

2 ストレスチェック個人結果の内容についての窓口は、 産業保健スタッフとする。 

3 質問、苦情、開示請求などの方法については、下記のメーリングリストにて受け付ける。 

mhr ストレスチェック問い合わせ mhr-kenkou@m-hr.co.jp 

 

第 20 条(プライバシー及び不利益取扱いへの配慮) 

ストレスチェックを実施する場合、プライバシーの保護に留意する。また、従業員からの相談対

応に当たった者およびストレスチェックの実施事務従事者は、そこで知り得た個人情報の取扱い

に当たっては、関連する法令及び社内規程を遵守し、正当な理由なく口外してはならない。スト

レスチェックに携わる全ての者は、ストレスチェックや面接指導の受検有無や結果提供の不同意

等を理由とした不利益取扱いを行なってはならない。 

 

第 21 条(個人情報保護について) 

個人結果については、本人の同意なく事業者・管理監督者に通知しない。高ストレス者と判定さ

れ、医師の面接指導の申出をもって同意とみなし、「医師による意見書」のみが事業者に提出さ

れる。ストレスチェック受検に関連して不利益を受けた場合、早急に実施事務従事者に連絡する。 
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改訂来歴 

日付 改訂番号 理由 作成 承認 

2008/04/15 -01 新規制定。 廣瀬 麻衣 小林 貴人 

2010/04/15 -02 ２０１０年４月より、アルバック健康保険組合の 

補助内容が変更されたので全面改訂を行なった。 

主な変更は、【検査項目①】生活習慣病健診の便潜血・胃部Ⅹ線につ

いてアルバック健康保険組合の補助対象から外れ、当社費用負担とし

た。 

廣瀬 麻衣 小林 貴人 

2012/04/19 -03 １．雇入れ時の健康診断の対象者、実施時期、検査項目を明確にした。 

２．一般健康診断の対象者、実施時期、検査項目、実施方法について

明確にし、(2)実施時期を１０月から４月～９月へ変更した。 

３．再検査の実施に関して、対象者は各従業員が予約するのでは無く、

総務部より所属長・実施対象者へ連絡を行なうものとし、検査時の注

意点を記載した。 

４．特殊健康診断、特定業務従事者健診の対象者を当社正社員、契約

社員、パートタイマー（Ａ・Ｂ）とした。 

５．について３６協定超過者から長時間労働者とし、受診対象基準を

変更した。月４５時間・３ヵ月連続超過から、月６０時間・３ヵ月連

続超過、月１００時間・１ヶ月超過へと基準を変更し、検査項目の見

直しを行なった。 

廣瀬 麻衣 小林 貴人 

2014/04/18 -04 １．雇入れ時の健康診断(1)対象者に“嘱託社員”を追加。 

２．一般定期健康診断(1)対象者に“嘱託社員” “受入出向社員”

を追加し、当社が出向元となる場合の取扱いを追加。 

４．特殊健康診断、特定業務従事者健診(1)対象者に“嘱託社員”

“派遣社員”“受入出向社員”を追加。 

また、特定業務従事者健康診断の内、派遣社員が対象とならない場合

（深夜業務）の取扱いを追加。 

８．診断結果票 

原紙の保管について、個人結果票・一覧表ともに全て総務部にて保管

へ変更した。 

廣瀬 麻衣 小林 貴人 

2014/10/17 -05 ７．（１）アルバック健康保険組合の補助金の取扱いについて、“た

だし、パートタイマー（Ａ）が健康診断を受診する際は、年齢を問わ

ず全額当社の費用負担となるため、申し込み時・請求書照合時は注意

すること。（アルバック健康保険組合の被保険者でないため、補助金

の対象外）”を追加した。 

廣瀬 麻衣 小林 貴人 

2015/08/06 -06 １．（３）③“身長・体重・視力・聴力・腹囲”から“身体測定【身

長・体重・ＢＭＩ・腹囲・視力・聴力（オージオ１０００Ｈｚ・４０

００Ｈｚ）】”へ変更した。 

⑩“血中脂質検査（血清総コレステロール・ＨＤＬコレステロール・

野中 教子 小林 貴人 
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血清トリグリセライド）”から 

“脂質代謝検査（中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステ

ロール）”へ変更した。 

⑪“血糖検査”から“腎機能検査（尿酸・クレアチニン）”へ変更し

た。 

⑫糖代謝検査（空腹時血糖・ＨｂＡｌｃ） 

⑬医師による問視診を追加した。 

（４）“提出する診断結果表の検査項目が不足している場合は、不足

項目のみを実施する。”を追記した。５．（１）対象者を追記した。

“以下①から③の全てを満たしたものを対象とする。”を削除し“当

社社員・グループ会社からの出向者”へ変更した。 

（２）健康診断の実施基準について、 

【変更前】 

“月６０時間を超えて時間外労働（休日労働時間含む）実施×連続し

て３ヶ月勤務した者、または、月 

１００時間を超えて時間外労働（休日労働を含む）実施×１ヶ月の

内、医師による面談・健康診断受診を希望し、かつ産業医・地域産業

保健センター・所属長が受診を判断した者” 

【変更後】 

“月６０時間を超えて時間外労働（所定休日労働時間含む）実施×連

続して３ヶ月勤務した者は健康診断を受診しなければならない。実施

期間は４ヶ月目の１１日～月末日の間までとする” 

へ変更し、健康診断の実施を義務化した。 

７．（１）各所属部署の“「福利厚生費」となる”を“「福利厚生費」

（特別費コード０６）とする。”へ 

追記・変更した。 

８．診断結果票（１）“一覧表ともに”を削除した。 

９．定期健康診断結果報告書の提出を追加した。 

2017/01/17 -01 文書番号体系の見直しにより、旧文書番号 UHR10-0330-20012-06 を変

更し、新規発行した。 

立川 弘 小林 貴人 

取締役会 

2017/03/09 -02 雇用時健診項目を法定項目に合わせて、尿酸値、クレアチニン削除 

糖代謝は、空腹時血糖又は HbA1c に変更した。 

田村奈緒子  

2021/9/30 -01 文書番号体系の見直しにより、旧文書番号 

UHR10-0330-70031-02 を MHR 版に修正し、新規発行。 

柳原伸一 右田耕一 
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2025/7/15 -02 １．雇入れ時の健康診断(１)対象者の「当社正社員、嘱託社員、契約

社員、パートタイマー（Ａ・Ｂ）として入社する社員で、」を削除

し、「当社で直接雇用し入社する従業員で、」を追記した。 

 (２)実施時期に「原則、入社日から起算して３か月以内もしくは」

及び「３か月以内の健康診断受診が難しい場合は、所属部署センター

長及び管理センター長と協議の上対応を決定する。」を追記し、「ま

たは直後とする。」を削除した。 

２．一般健康診断の（１）対象者①の「当社正社員、エルダー社員、

嘱託社員、契約社員、パートタイマー（Ａ・Ｂ）、受入出向社員」を

削除し、「当社で直接雇用している従業員」を追記した。 

（１）対象者②の「グループ会社への出向者は出向先が実施、費用負

担とする。ただし、出向元での実施の管理を行なう。」を削除した。 

（２）実施時期の「総務人事」を「管理」へ修正した。 

（３）検査項目の「一般健康診断（３５歳未満）、生活習慣病健康診

断（３５歳以上）の各検査項目は、別紙１（定期健康診断検査項目及

び再検査項目）の通りとする。」を削除し、「協会けんぽの健康診断

項目の通りとする。 

定期健康診断（３５歳未満）①問診 ②診察等 ③身体計測（身長・

体重・BMI・腹囲） ④視力・聴力検査 ⑤血圧測定 ⑥尿検査 ⑦

便潜血反応検査 ⑧血液検査 ⑨心電図検査 ⑩胸部エックス線検査 

生活習慣病予防健診（３５歳以上の健診項目）①問診 ②診察等 ③

身体計測（身長・体重・BMI・腹囲） ④視力・聴力検査  

⑤血圧測定 ⑥尿検査 ⑦便潜血反応検査 ⑧血液検査 ⑨心電図検

査 ⑩胃部エックス線検査 ⑪胸部エックス線検査 ⑫胃検査（バリ

ウム又は胃内視鏡）※眼底検査（医師が必要と判断した場合）」を追

記した。 

（４）実施方法の「「定期健康診断受診マニュアル」を参照。」を削

除し「年度初めにメールにて連絡している一般健康診断受診に関する

ご案内に準じて受診するものとする。」を追記した。 

３．再検査（二次健診）について（１）対象者「一般健康診断の対

象者」を削除し「当社で直接雇用している従業員」を追記、「再

検査の指示所見があった者が総務人事センターよりあった者。」

を削除し、「※1.二次健診・特定保健指導の指示にあった者に対

して管理センターより通知を行う。※2.厚生労働省が定める二次

健診の項目については必ず二次健診は受診するものとする。」を

追記した。 

「※個人宛の健康診断結果票を元に各従業員が予約するのでは無

く、総務人事センターより所属長・実施対象者へ連絡を行ない、

その後予約を行なう。」を削除した。 

（２）検査項目を全て削除した。 

４．特殊健康診断、特定業務従事者健診（１）対象者の「①当社正

石塚義則 右田耕一 



マイスティアヒューマンリレーションズ株式会社 

文書名： 健康診断ストレスチェック実施規程  人事規則集 

  作成部署：管理センター 

   保管部署：管理センター 

文書番号： MHR10-0330-70031-04  全項数：12  

 

10 

社員、エルダー社員、嘱託社員、契約社員、パートタイマー

（Ａ・Ｂ）、派遣社員、受入出向社員」を削除し「当社で直接雇

用している従業員また、当社就業場所で法令に定められる特殊業

務に従事する従業員」へ修正した。「②グループ会社への出向者

は出向先が実施、費用負担とする。」「③派遣社員は対象とす

る。但し、特定業務従事者健診の内、深夜業務従事者健康診断に

限り、派遣社員は対象外とし、派遣元会社にて実施し費用負担と

する。」を削除した。 

（３）検査項目の「アルバックテクノ株式会社」を削除し「法定で定

められている項目」へ修正した。 

５．長時間労働者への健康診断（１）対象者の「当社社員・グループ

会社からの出向者」を削除し、「当社で直接雇用している従業員」へ

修正した。 

６．勤怠の扱い（２）「派遣社員の定期健康診断については、所属

元会社が行うためへ当社の勤務時間とみなさない。」を「派遣社

員の定期健康診断については、所属元会社が行うため当社の勤務

時間とみなさない。」に修正した。 

７．精算方法（１）但し、の後に「受診費用については協会けんぽの

補助基準に基づく。」を追記し、「検査項目表の費用区分に沿い、一

部アルバック健康保険組合より補助金が支給される。 

ただし、パートタイマー（Ａ）が健康診断を受診する際は、年齢を問

わず全額当社の費用負担となるため、申し込み時・請求書照合時は注

意すること。（アルバック健康保険組合の被保険者でないため、補助

金の対象外）」を削除した。（２）「総務人事」を「管理」へ修正し

「※当社と法人契約を実施している医療機関は、健康保険組合負担の

費用は直接医療機関より健康保険組合へ請求される。」を削除した。

（３）「総務人事」を「管理」へ修正した。 

表の提出物、健康診断結果票（写）に「※従業員が 50 名を超えた事

業所は産業医からの就業判定記載のもの」を追記した。「特定健診質

問票（写）」を削除した。 

８．診断結果票（１）（２）の「総務人事」を「管理」へ修正した。 

９．定期健康診断結果報告書の提出（１）の「総務人事」を「管理」

へ修正した。「健康相談室」を削除し「産業保健スタッフ」へ修正し

た。 
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2025/12/1 -03 文書名を「健康診断の実施について」から「健康診断実施規程」に変

更した。1.雇入れ時の健康診断(4)実施方法「また、費用は本人負担

とする。」を「また、費用は会社負担とする。」へ変更した。(5)費

用「全額個人負担とする。」を「2025 年 12 月 1 日以降に受診したも

のから全額会社負担とする。当社宛の領収書を回収し、初回給与にて

精算すること。受診先について担当者は、選定にあたり業務に支障の

ない範囲で、費用対効果を考慮した医療機関の情報収集および紹介に

努めるものとする。ただし、かかりつけ医がある場合はその医療機関

での受診を妨げない。」へ変更した。 

黒田友美 荒牧直樹 

2026/5/15 -04 旧文書番号 MHR10-0330-70052-01_ストレスチェック実施規程及び

MHR10-0330-70053-01_ストレスチェック実施マニュアル【管理監督者

用】を廃止し、その内容を見直したうえ、MHR10-0330-70031_健康診

断実施規程へ統合。 

ストレスチェック規程との統合に伴い、階層の表記を就業規則に合わ

せて改訂した。 

「健康診断実施規程」を「第 1 章 健康診断」へ修正。 

第 2 章ストレスチェックを追記。 

第 13 条の対象を「対象者」へ修正。 

(1)社名及び雇用形態を削除し「当社で直接雇用している従業員」へ

修正。 

(2)1 年以上継続勤務している派遣社員のストレスチェック受検は対

象外へ変更した為、「受入派遣社員は対象外へする。」へ修正。 

第 4 条実施外部委託機関を削除。 

第 14 条(実施時期)に「実施時間」を追記した。 

第 15 条(実施体制)第 4 条の実施外部委託機関を削除した為、「スト

レスチェックの実施は、会社が指定した外部委託機関が行う。」を追

記。 

(1)従業員の「利用すること」を「利用できる」へ修正。 

(2)管理監督者の「職場の管理監督者として」を削除。 

(3)「産業医」を「実施者（産業医）」へ修正し、本文の「産業医」

を「実施者」へ修正。 

(4)ストレスチェック制度担当者を実態に合わせ修正。 

②面接指導医師の「会社指定医師」を実態に合わせ「会社指定産業医

または地域産業保健センター産業医」へ修正。 

第 16 条(実施方法)「ストレスチェック実施マニュアルを参照」を削

除。(1)～(3)を追記。 

(3)②に「MHR10-0330-70053-01_ストレスチェック実施マニュアル」

の「4.未受検者への受検催促」を移管。実態に合わせ修正。 

(4)職場環境改善に「HR10-0330-70053-01_ストレスチェック実施マニ

ュアル」の「5.職場環境改善」を移管。実態に合わせ修正。 

第 17 条(実施結果)実態に合わせ修正。10 人未満の集団の場合、原則

黒田友美 荒牧直樹 
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集計不可とした。 

第 18 条(ストレスチェック結果に関する情報の取扱い)実態に合わせ

修正。 

第 19 条(個人情報に関する窓口(質問、苦情、開示請求など))に「ス

トレスチェック制度や」を追記し、「(ストレスチェック制度や個人

情報に関する窓口(質問、苦情、開示請求など))」とし、実態に合わ

せ修正。問い合わせ先のメーリングリストを修正。 

第 20 条(個人のプライバシー及び不利益取扱いへの配慮) (個人のプ

ライバシー及び不利益取扱いへの配慮の「個人の」を削除。実態に合

わせ修正。 

第 21 条(個人情報保護について)「MHR10-0330-70053-01_ストレスチ

ェック実施マニュアル」の【個人情報保護】を移管。実態に合わせて

修正。 

 


